
平成17年における死亡災害事例
事故の型

起因物

転倒

環境等

はさまれ、巻き込まれ

動力運搬機

はさまれ、巻き込まれ

建設機械等

火災

仮設物、建築物、構築物

はさまれ、巻き込まれ

建設機械等

崩壊、倒壊

材料

墜落、転落

環境等

激突され

環境等

はさまれ、巻き込まれ

乗物

交通事故

乗物

番号 事業の種類 　災　害　の　概　要

1 1月 小売業

事業場(ガソリンスタンド)敷地内において、自宅から自動車で
出勤してきた被災者が、事業場裏の道路を挟んだ東側にある
駐車場に車を停め、事業場東側の通用門を開け敷地内に
入ったところ、敷地内の床面に2cm程度の積雪があり、更に凍
結していたため、歩行の際に足を滑らせ転倒し、頭部を床面に
打ち被災した。

発生年月

2 1月 その他の事業

被災者が、軌道上において、鉄道橋架替工事に使用する部材
を運搬するため、同部材を積み込んだ台車と機関車の間に材
(162×7.5×6.5cm)をあてがい、角材を介して台車を動かそうと
したところ、角材が外れて機関車が脱線し、そのはずみで機関
車が台車と衝突し、被災者がトロッコと機関車の間にはさまれ
た。

3 2月 土木工事業

敷地内除雪業務を請負った下請事業場労働者である被災者
が、ブルドーザーで除雪作業を行っていた。下り坂(約5度)を除
雪して、坂を戻ろうとバック走行中、運転席上でバランスを崩し
てブルドーザーから転落した。ブルドーザーはなおも後退を続
けたため、被災者は運転席に乗り移ろうとしたが、ブルドー
ザーのキャタピラに後方から巻き込まれ、約25m引きづられ
た。

4 2月 飲食店
住み込みで勤務していた被災者は、勤務を終え、店舗の階上
にある寝室で休んでいたところ、火災が発生した。

5 2月 土木工事業

農業用水路補修工事現場の進入用雪道において、ドラグ・ショ
ベルの操作をしていた被災者は、転倒したドラグ・ショベルの
運転席出入り口側の天井フレームと雪道との間に上半身を挟
まれているのが発見され、病院収容後、胸部圧迫による窒息
で死亡した。

6 3月 建築工事業
被災者は材料置き場内で、木材のはいのすき間に入って、西
側はいの中段にあった木材を取り出そうとしたところ、上段の
木材のはいが崩壊し、下敷きになった。

7 4月 土木工事業
橋梁架け替え工事において、橋桁部の支保工解体作業に従
事していた被災者が、下流で遺体となって発見された。

8 4月 土木工事業

被災者は、別荘建築予定場所の立木(唐松)を繊維ロープで伐
倒方向に引っ張りつつ、ドラグショベルのアーム箇所で支えな
がらチェーンソーを用いて伐採作業をしていた。唐松が倒れ始
めたところ、唐松をアーム箇所で支えていたドラグショベルが
不安定になり、ドラグショベルの方向に移動しようとした被災者
の胸部に伐倒木が激突した。

9 6月 その他製造業

バスの修理作業のため、バス床下のシャーシに油圧式ジャッ
キ及びウマ(車両を持ち上げておくための金属製の台座)を利
用してバスを持ち上げ、修理終了後に、被災者が、1人で、ウ
マを取り外すために、一旦、ジャッキアップした際、滑り止めと
して使用していたウマの上に設置されていた木材が割れ、ウ
マがシャーシから外れたためにバスが沈み、バスの後部付近
にいた被災者の上半身(胸部等)が挟まれた。

10 6月

国道をワゴン車で走行中、カーブ付近で被災者が運転してい
たワゴン車がセンターラインをオーバーしたため、対向車と正
面衝突した。ワゴン車の助手席に同乗していた労働者　(胸部
を強打し死亡)及び運転していた労働者(顔面を強打し休業)の
2名が被災した。

小売業



交通事故

動力運搬機

墜落、転落

一般動力機械

踏み抜き

仮設物、建築物、構築物

交通事故

乗物

交通事故

動力運搬機

交通事故

動力運搬機

17 9月 土木工事業 同上

3tダンプを運転して帰社の途中、対向して来た乗用車がセン
ターラインを超えて、同ダンプの側面へ衝突した。その弾み
で、同ダンプもセンターラインを超えてしまい、同乗用車の後ろ
を走って来ていた2tトラックに衝突した。(整理番号16と同一災
害)

有機物等との接触

原動機

墜落、転落

動力クレーン等

墜落、転落

建設機械等

墜落、転落

仮設物、建築物、構築物

その他の建設業

11月 その他の接客娯楽業

建築工事業11月

11 7月 道路貨物運送業
国道において、帰社の途中、事業場のトラックを運転していた
際、信号待ちで停車していた他のトラックの後部に追突したも
の。

12

廃プラスチック破砕機(2軸シュレッダー)を使用し、廃棄塩ビ管
(長さ約3m×直径15cm)を破砕するため、作業床から同破砕機
のホッパー内に投入していたところ、誤って転落し、回転中の
破砕機のローターに巻き込まれた。

13 8月 建築工事業

工場の通路の屋根改修工事において、屋根材を剥がす作業
中、被災者は、タキロンを剥がすため、スレート上で、スレート
の下の金属製の胴縁がある付近で作業をしていた。このとき、
誤ってスレートの下の胴縁がないところを移動したため、ス
レートを踏み抜き、約5.2m下のコンクリート床面に墜落した。

清掃・と畜業８月

19

ごみ処理再生工場の新築工事現場において、高さ約10メート
ルの建設中の屋根の上にて、移動式クレーンで吊られて来た
建築資材(外壁材)を屋根の上に卸す作業を行っていた。同ク
レーンのアウトリガーの敷板(木材)が割れる等して滑り、つり
荷とつり具(天秤状のもの)が急に屋根に着地してバウンドし、
当該つり具が屋根の上にいた被災者に当たり、屋根の上から
地上に墜落した。

14 小売業
軽自動車で新聞配達中、一地区の新聞配達を終え、営業所
へ他地区の配達分の新聞を取りに戻る途中、道路左側の沢
(道路下=4.2m)へ軽自動車ごと転落した。

15 道路貨物運送業
国道のトンネル内において、被災者が運送していた飼料用ト
ラックが、対向車線を走行していたトレーラーと正面から衝突
した。

9月

16 道路貨物運送業

集配の仕事を終え、2tトラックを運転して帰社の途中、前方を
走っていた乗用車がセンターラインを超えて、対向して来た3t
ダンプの側面に衝突した。その弾みで、同ダンプが、被災者の
運転するトラックに衝突した。(整理番号17と同一災害)

18
保養所の浴室において、管理人である被災者がガソリンエン
ジンの動力噴霧機を使用して浴室の掃除をしていたところ、一
酸化炭素中毒により浴槽内に倒れて死亡した。

９月

9月

20 11月

駐車場内で仮設電気工事を同僚と2人で行っていた。被災者
は高所作業車のバケットに乗り、同僚と仮設電柱の据付作業
をしており、仮設電柱への支線固定作業が終了したため、高
所作業車のブーム及びバケットを車体に格納して、バケットか
ら降りる際に誤って転落し、階段(コンクリート製)に頭部を強打
した。

21 11月

外壁の塗装工事を行う工程において、外壁の洗浄を行うため
に、地上に高圧水洗浄機を設置して、住宅の周囲に設置した
ビディ足場の7段目(地上から約12m)で被災者が水を噴射する
ホースを地上から引き上げていたときに、バランスを崩して足
場のブレスの隙間から地上へ墜落した。

建築工事業



交通事故

乗物

交通事故

乗物

はさまれ、巻き込まれ

一般動力機械

12月 その他の事業

12月

24 12月 窯業土石製品製造業

被災者はバッチャ-ミキサーの清掃を行い、ミキサーブレード
の軸受けにグリースを湿潤させるため、手元スイッチで空運転
を開始し、点検口よりミキサー内への注油を目視していた際に
誤ってミキサー内に転落した。

22 小売業
新聞配達のため、国道19号線横断歩道を徒歩で横断中、直
進の乗用車にはねられた。

23
県道において、被災者が路上での照明、信号機設置工事に伴
う交通誘導業務を行っていたところ、軽トラックにはねられ死亡
した。


